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製造工程  
日本  

ウサギ腎臓  
乾燥細胞培養痘そうワクチン  
乾燥弱毒生風しんワクチン  

化学及血  
清療法研  
究所  

初代腎臓培 養細胞  
2006／09／01  

製造工程  
ウシ乳  ラクトアルブ  

ミン  
乾燥細胞培養癒そうワクチン  
乾燥組織培養不活化狂犬病ワクチン  清療法研  

化学及血  究所  
ニューソー  

ランド、オー  

ストラリア  

米国、  
ニューー  
ランド、オー  

ストラリア  

製造工程  
ウシ血液  乾燥細胞培養痘そうワクチン  

乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥組織培養不活化A型肝炎ワクチン  
乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
乾燥組織培養不活化狂犬病ワクチン  

血清  
清療法研  
化学及血  究所  

2006／09／01  

‾‾ 
亨ご3如  

造工程・  
添加物  

④製造工  
程   

‾一  
盲議元商  
②～⑩製  

造工程  

米国  ウマ肉  
筋アデニル 酸  

①乾燥細胞培養痘そうワクチン  
②乾燥弱毒生風しんワクチン  
③乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
④組織培養不活化狂犬病ワクチン  

清療法研  
化学及血  究所  

有－‾  蕪‾‾   有‾‾  
ブタ胃  

ペプトン  化学及血  
清療法研  
究所  

①乾燥細胞培養痘そうワクチン  
②沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
③沈降破傷風トキソイド  
④ジフテリア破傷風混合トキソイド  
⑤ジフテリアトキソイド  
⑥コレラワクチン  
⑦乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
⑧乾燥ボツリヌスウマ抗毒素  
⑨沈降精製百日せきジフテリア破傷風  
混合ワクチン  
⑯破傷風トキソイド  

2008／09／Ol  
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ヒツジ毛  ニュージー  

ランド、オー  

ストラリア  

①乾燥細胞培養痘そうワクチン  
②乾燥弱毒生風しんワクチン  
③乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
④相磯培養不活化狂犬病ワクチン  

乾燥細胞培養超そうワクチン  
乾燥弱毒生凰しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
乾燥組織培養不活化狂犬病ワクチン  

破傷風トキソイド  
沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
成人用沈降ジフテリアトキソイド  
ジフテリアトキソイド  
沈降破傷風トキソイド  

破傷風トキソイド  
沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
成人用沈降ジフテリアトキソイド  
コレラワクチン  
沈降破傷風トキソイド  

進工程・  
添加物  
④製造工  
程  

製造工程  ウシ乳  ラクトビオン  
酸エリスロマ  
イシン  

清療法研  
化学及血  究所  ダ、ニュー ジーランド  

製造工程  
日本、ブラ  
ジル、イン  
ド、米国、  
オーストラー」  
ア、ニュー  
ジーランド  

ウシの肉、  骨、脂肪  阪大微生  
物病研究  
会  

ウシ肉エキ ス  
2008／09／04  

米国、オー  

ニュー：／－  

ランド  ストラリア、  
裏道王福  

ウシの乳  スキムミルク  阪大微生  
物病研究  
A コて  

2006／09／04  

製造工程  
ウシの乳  ポリペプトン  百日せきワクチン  

破傷風トキソイド  
沈降精製百日せきワクチン  
沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  

阪大轍生  
物病研究  
■ゝ ＝r  

ニュージー ランド  クnn6ノ／09／04  
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に高病原性H5Nl  発育鶏卵  
尿瞑腔液  

烏インフルエン  
ザ  

JGen Viro12006；  

87：1823－1833  
物病研究  
阪大微生  A ：rF  

2006／09／04  
インフルエンザウイルスのアウトブレイクにより、何千もの  
野生の慮り水鳥が死亡した。この時に収集されたガチョウ  
から単離したH5Nlインフルエンザウイルス（BhH5Nlウイ  
ルス）を分析した。遺伝子分析の結果、BhH5Nlウイルス  
は再配列ウイルスで、P82遺伝子の627位のアミノ酸残基  
（リジン）は、ヒトH5Nlウイルス（A／HK／483／97）と同じであ  

り、GenBankにあるH5Nlトリインフルエンザウイルスとは  
異なっていた。  

60395に同じ   

インフルエンザHAワクチン  

烏インフルエン  
製造工程  

日本  
発育鶏卵  卵黄嚢  

発疹チフスワクチン  JGen Vir012006：  

87：1823－1833  
阪大微生  
物病研究  
A ＝r  

2006／09／04  

製造工程  

オーストラリ ア  
ウシ肉  ウシ内水  沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  

合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  
コレラワクチン  
ジフテリアトキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
乾燥破傾風ウマ抗毒素  

武田薬品 工業  
2006／09／04  

製造工程  
ウシの乳  

カザミノアシ ド  
沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  
沈降精製百日せきワクチン  
ジフテリアトキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
乾燥破傷風ウマ抗毒素  

ニュージー  

ランド、オー  

ストラリア  

計由菜訂  
■ 工業  

2006／09／04  
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ウシの乳  
ポリペプトン  

ニュージー ランド、中国  沈降精製百日せきジフテリア砺僑風  
合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥痘そうワクチン  
沈降精製百日せきワクチン  
コレラワクチン  
ジフテリアトキソイド  
ワイル病秋やみ混合ワクチン  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  

製造工程  乾燥弱毒生蘇しんワクチン  
乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
日本脳炎ワクチン  
乾燥日本脳炎ワクチン  
弱毒生凪しんワクチン  
乾燥弱毒生麻しん凰しん混合ワクチン  

ラクトアルブ ミン水解物  
ウシの乳  

苗由菜話‾ エ業  

‾‖洞●‾云石6呑フ石亘元il白扇扇  ニュージー  

ランド、オー  
ストラリア  

オーストラリ  

ア  
製造工程  沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  

合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥破傷風ウマ抗毒素  

ウシ心臓  
’…‾i訂‾云扇占冠白海新高扇諒‾  

武田薬品 工業  ウシ心臓透 析外液  

日本  製造工程  ’‾‾‾一計‾云誠岳福邑元i†右前拓‾  

武田薬品 工業  
インフルエンザHAワクチン  

発育鶏卵  秦青葡酎‾‾‾‾  

●‾‾‾亘計‾乏扇岳元白福引白扇元‾  

乾燥弱毒生麻しんワクチン  
艶燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン  

乾燥まむしウマ抗毒素 乾燥ジフテリアウマ抗毒 
素  

乾燥破傷風ウマ抗毒素  

窟岳菜訂 工業  
ニワトリ胚  

日本  宙竜王亮  
ニワトリ胚細  
胞  

ブタ胃  

武田薬品 工業  
ペプシン  2006／09／04160405  
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トリプシン  
ブタ障膿  

乾燥弱毒生鮮しんワクチン  
乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン  

製造工程  
ウシの乳  

沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  

合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥破傷風ウマ抗毒素  

①乾燥弱毒生麻しんワクチン  
②乾燥弱毒生風しんワクチン  
③乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
④日本脳炎ワクチン  
⑤乾燥日本脳炎ワクチン  
⑥乾燥弱毒生鮮しん風しん混合ワクチ  
ン  

パクトカジト  
ン  

武田薬品  
工業  

ニューソー  
ランド、アメ  

リカ合衆国、  
オーストラリ  

ア  

2006／09／04  

製造工程  
①～③アメ  

リカ合衆国、  
＿ユ‾ソ‾  

ランド、オー  

ストラリア  

④、⑤  
＿＿ユ‾ソ‾  

ランド  
⑥ニュー  
ジーランド、  

オーストラリ  

ア  

ウシ血液  ウシ血清  
武田薬品 工業  

2008／09／04  

製造工程  
アメリカ合衆  国、日本  沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  

合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  
沈降精製百日せきワクチン  
ジフテリアトキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
乾燥破傷風ウマ抗毒素  

ウシの乳  
武田薬品 工業  

スキムミルク  2006／09／04  

衰藩主福  
沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥破傷風ウマ抗毒素  

ウシ肝臓  オーストラリ ア  
武田薬品 工業  

ウシ肝臓  2006／09／0ヰ  
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ウマ血清  沈降精製百日せきジフテリア囁陽風  
合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリアトキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素   

製造工程  日本  
ウシ皮膚  ウシ皮膚  

武田薬品 工業  
痘そうワクチン  
乾燥痘そうワクチン  

2008／09／0ヰ  

筋アデニー  
ル酸  

ウサギ血清  

ウマ筋肉  
乾燥弱毒生風しんワクチン  武田薬品  

工業  

武田薬品  
工業  

武田薬品 工業  

2008／09／0ヰ  

製造工程  日本  ウサギ血液  
ウイル病秋やみ混合ワクチン  2006／09／04  

有効成分  
日本  

ウマ免疫グ ロブリン  
ウマ血清  乾燥まむしウマ抗毒素 乾燥ジフテリアウマ抗毒 

素  
乾燥破傷風ウマ抗毒素  

破傷風トキソイド  
沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  

31t 2006／09／04  

日本、米  製造工程  ウシの肝臓  
ウシの肝臓  阪大微生  

物病研究  
会  

3212008／09／04  

破傷風トキソイド  
沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  

ビーフハート  

インフュー  

ジョン  

ウシの心臓  

阪大微生 物病研究 A コて  

2008／09／04  
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レンサ球菌感 染  有効成分  
中国  

2005年7月中旬から8月末の間に中国四川省で215例のヒ  
ト連鎖球菌感染が報告され、うち66例は確定例であった。  
全ての感染例は、原因不明で死んだブタや病気のために  
食用になったブタを屠殺する過程で暴弄した農業従事者  
で発生した。61例（28％）が連鎖球菌毒素ショック症候群を  
呈し、うち38例（62％）が死亡した。その他、敗血症（24％）と髄  

膜炎（48％）または両者であった。単離された全ての菌は  
tuf、種特異的16SrRNA、CPS2J、mrP、ef，およぴslyに対  
する遺伝子に陽性で、単一の株であった。  

ブタ膵臓  
EmergtnfectDis  
2006：12：914－920  

科学者らは、4月10日、ブタからヒトに伝播する危険な怒  有効成分  ラす木藤庵頑  ケルテパリ  

ンナトリウム   伊藤ライフ サイエンス  中華人民共 和国   
ProMED20060412－  
0060  
日oston．com2006年  

4月11日  
PしoSMed3（5）：  

e218  
2006年4月11日  

ルテパリンナトリウム  
染症が異例の致死的経過をとって、2005年中国で38名の  
死者を出したと報告した。ブタ連鎖球菌（Sレeptococcus  
suis）で2005年7月と8月に死亡した看のうち1名を除いて  
全員が、連鎖球菌トキシックショック症候群により死亡し  
た。この重症の免疫反応は、これまで一度もブタ連鎖球  
菌感染では認められていなかった。トキシックショック症候  
群と診断され、ブタとの棒触があった患者は全てブタ連鎖  
球菌感染を調べた方がよい。  

2006年4月10日、レソトで炭痕が発生した。5月17日までに  
ウシ51頭、ヒツジ70頭、ウマ39頭が死亡した。死んだ動物  
の肉を食べた30人が感染し、うち5人が死亡した。  

0【E Disease  

Infomation19（19）  

2006年5月11日、  

19（20）2006年5月  

18日、19（28）2006  
年7月13日  

カナダSaskatchewanで2006年7月初めl＝始まった炭痕の  
アウトブレイクで、隣のManitobaを含め、少なくとも746頭  

の家畜が死亡し、146農場が隔離されている。1950年代  
以降最大のアウトブレイクである。カナダの公衆衛生局は  
快癒がヒトに感染する危険性は極めて低いと強調してい  
る。   

ProMED－  

mai1200（50730．2107  

ProMED－  

mai120060802．2141  

ProMED－  

mai120060808．2195  

ProMED－  

ma“20060808．2228  

ProMED－  

mai120080811．2257  
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日本ヒー ン‾ソ‾ 製造  
2006／09／07  

感染させたハムスターとマウスの骨格筋から、病原体プリ  
オンが検出された。陽性の筋肉検体中のPrPTSE濃度  
は、脳検体中濃度の500から1000培低かった。骨格筋の  
TSE関与のリスクをさらに評価する必要がある。  

87：25ト254  

BSE、スクレイピーおよび慢性消耗病はニュージーランド  
には存在しないが、サーベイランスは、死後検体をイムノ  
ブロット法で検査することにより行われている。最近開発  
されたイムノブロット法（CD【）はTSEの株や亜型を区別で  

き、血液検体中での検出も可能かもしれない。増幅法  
（PCMA）は最小土を検出できる。  

New Zealand J 

Agric山tRes2005：  
48：499－515  

DevBi01（Basel） 2008：123：335－345  

大部分のワクチンまたはワクチン製造工程でウシ組織由  
来物質が使われている。ワクチン製造に使われる最初の  
組織を、固有のTSEリスクに基づいて選択することがまず  
重要であり、安全な起源の第一評価として地理的国子を  
用いるより安全性が高い。組織が適切に集められ、加エ  
され、詳細な妃稼が保管されることは必須である。  

DevBiol（Baseけ 200（S：123：273－280  

ワクチン製造、ウイルス診断夏式験または原料試毒針こ使わ  
れる細胞培養に添加する動物起源物質の使用は、ワクチ  
ンを汚染し、枠種した動物で血清転換や疾患を引き起こ  
し、検体の誤診断や間違った試験結果の原因となるおそ  
れがある。血清や細胞培養をモニターするために獣医生  
物学センターで用いられている方法を紹介した。培地や  
添加物としてウシやブタなどの動物起源原料を使用する  
際には、ヒトヘの交差の可能性も考慮し、検査、血清フ  
リー培地、起源の確認、ウイルス不活性化、検査方法の  
改良が必要である。  

BSEに感受性のあるPRNP遺伝子型ヒツジにBSE物質を  
経口摂取させると、宿主の体内にプリオンが広く分布し  
た。ARRホモ持合体ヒツジはTSEに耐性があると考えられ  
ているため、ヒツジの群れからスクレイピーを根絶し、小  
反翁動物BSEリスクからヒト食物連鎖を守るために選択さ  
れてきた。しかし、ARR／ARRヒツジで同様の実験を行った  
ところ、経口摂取の敢カ月後には健康なARR／ARRヒツジ  
の脾臓に有意な土のPrPScが蓄積されうることが明らか  
となった。   

JGenViro12006：  

87：1043－1046  
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Biochem Biophys 

Res Commun2006：  
342：293－299  

ンに対する感受性との関係を調べるため、ヒト化ノックイ  
ンマウスにプリオン蛋白を腹膜内接種し、脾臓濾胞樹状  
細胞への蓄積を調べた。ヒト化ノックインマウスはBSEプリ  
オンにはほとんど又は全く感受性を示きなかった。驚いた  
ことに、コドン129Met／Metを持つヒト化ノックインマウスだ  

けでなく、コドン129Met／Valを持つものもvCJDプリオンに  
感染した。コドン129V∂l／Valを持つヒト化ノックインマウス  

は感受性がなかった。  

高病原性A型トリインフルエンザ（H5Nl）のアウトブレイク  

はアジア9カ国の家禽に広がり、2004年1月から2005年4  
月までにべトナム等で52名以上が死亡した。トリとヒトから  

分離したH5Nlの遺伝子解析を行ったところ、地理的分布  
が重ならない2つの異なったクレードを示した。全てのウイ  

ルス遺伝子はトリインフルエンザ起源であり、ヒトインフル  
エンザウイルスとの再配列はなかった。調べられたヒト  
H5Nl単離体は全て単一のクレードに属し、アダマンティ  
ン薬には抵抗性があるが、ノイラミニダーゼ阻害薬には感  
受性があった。  

製造工程  
烏インフルエン  

日本   
ニワトリの卵  

全卵  
日本ピー  
ン‾ソー 製造  

EmergInfectDis  

2005：11：1515－  
1521  

2006／09／07  

2004年12月に発生した山口県の養鶏場のニワトリの高病  
原性トリインフルエンザ怒染について、疫学的、病理学  
的、免疫組織化学的研究を行った。処分前の致死率は  
34640羽のうち43．3％であった。死んだトリは臨床症状は示  
さなかった。組織学的には肝細胞、脾臓の爽組織および  
濾胞、ならびに脳幹、大脳、小脳のグリア／ト鯖節などで壊  

死が見られた。免疫相棒化学的にはインフルエンザウイ  
ルス抗原は肝臓、脾臓、心臓などで見られたが、肺や気  
管では稀であった。ウイルスの呼吸器からの排泄は消化  
管からの排泄ほど優位ではないことが示された。  

インフルエン  Avian Diseases  

2005：49：436－441  

トリインフルエンザH5Nlウイルス感染による飼いネコの死  
亡報告がアジアとヨーロッパで増加している。ネコはウイ  
ルスの疫学に考えられていた以上に大きな役割を果たし  
ているかもしれない。ネコが感染し、高病原性ウイルスを  
家禽やヒトや他の種に拡げる危険性を最小限にするため  
に、笹や関係機関は新たな注意を払う必要がある。   

Nature2006二440 

741－742  
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タイで2005年11月28日にトリインフルエンザを発柄し、12  

月7日に死亡した5歳の少年の血液検休を調べた。RT－  
PCRにより、血焚はH5Nlインフルエンザウイルス陽性で  
あった。ウイルスを分離し、遺伝子配列を決定したところ、  
A／Thailand／NK165／05accessionn0．DQ372591T8であっ  
た。ヘムアグルチニンと／イラミニダーゼ遺伝子について  

発生した野鳥のインフルエンザウイルスの特徴と同じで  系績遺伝学約分析を行ったところ、2004年初めにタイで  あった。  

2008：12：104ト  EmergInfectDis  1043  

ダルテパリンナトリウム  ケルテパリ  

ンナトリウム  
ブタの腸  ファイザー  200（∋／09／07160423  

烏インフルエン  2005年5月10日から12日にハノイで開かれたヒトインフル  
エンザA／H5に対する症例管理と研究に関するWHO会議  
で一部発表されたものを含む、ヒトにおけるトリインフルエ  
ンザの特徴、予防、管理をまとめた総説である。発生率、  
伝播、臨床的特徴、病原論、症例検出および管理、予防  
の項目別に述べている。  

ヒト尿  
日局胎盤性性腺刺激ホルモン  

刺激ホルモ  
胎盤性性腺  ン  あすか製 薬  

N EngJMed2005；  
353：1374－1385  

3912006／09／07180424  

中国  
有効成分  

味の素  
；マナ〔テ；可〕プチ両砿淫雨碩‾‾‖‾‾‾‾‾－‾  パルナパリ  

ンナトリウム  

健康なブタの  

腸粘媒  

‾‾‾i訂●亘扇岳福豆元岳1呑扇亘盲  

インターフェロンベーター1b（i宣伝手相換  

え）  

人血清アル  
ブミン  

人血液  ‾－‾示T‾至誠6福豆万引呑扇乏盲‾  

日本シエー  
リング  

烏インフルエン  タイで2005年11月28日にトリインフルエンザを発病し、12  
月7日に死亡した5歳の少年の血液検体を調べた。RT－  
PCRにより、血祭はH5Nlインフルエンザウイルス陽性で  
あった。ウイルスを分離し、遺伝子配列を決定したところ、  
A／Thailand／NK165／05acc8SSionn0．DO372591－8であっ  
た。ヘムアグルチニンとノイラミニダーゼ遺伝子について  
系統遺伝学的分析を行ったところ、2004年初めにタイで  
発生した野鳥のインフルエンザウイルスの特徴と同じで  
あった。   

2006：12：1041－  EmerglnfectDis  1043  

レビパリンナトリウム  レビパリンナ トリウム  ララ1；庸蕗薩  日本シエー  
リング  

4212006／09／12160427  
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塩化マンガン・硫酸亜鉛配合剤  8rMedJ2006：  

332：118（卜1188  

1996年から1999年に、手術時に20－29蔵であった患石か  

ら得られた虫垂および扁桃12674検体のうち、病原体プリ  
オンに陽性染色であった3例（虫垂）について、プリオン蛋  

白の遺伝子型分析を行った。3検体中2例で分析が可能  
であり、両者ともプリオン蛋白遺伝子（PRNP）コドン129の  

Valがホモ接合体であった。今まで、VCJD患者は、  
Met／Valのヘテロである匪原性の1例を除いて全て、  
PRNPのコドン129がMetのホモ接合体であり、Valホモ接  
合体がvcJDに対し感受性があることが初めて示された。  

日本  有効成分  

テクネチウ ム大凝集人 血清アルブ ミン（99mTc）  

日本メジ  

フイジック ス  
テクネチウム大凝集人血清アルブミン  

（99mTc）  
2006／9／15  

中国、フラン  
ス、アメリ  
カ、カナダ  

製造工程  
乾燥人血液凝固第Ⅰ×因子複合体  
乾燥濃縮人血液凝固第IX因子  
乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ  

ヘパリンナト リウム  
ブタ小腸粘膜  

清療法研  
化学及血  究所  

2008／09／19  

有効成分  乾燥人血液凝固第IX医l子種合休  
乾燥濃縮人血液凝固第IX医l子  血液凝固第 tX匡l子   

ヒト血液  日本  
肝炎  

非特異的PCRを行った後、染色体由来配列を除去するこ  
とにより、非A－E肝炎患者の血清から、外来DNA断片が  
得られた。これらの内の一つをNVイと名づけたが、部分  
的オープンリーディングフレームを含み、非A－E肝炎患者  
69例中17例（24．鍋）に検出された。NV－F陽性患者65例中  
49例（75．4％）の血清中に抗NV－F抗体が検出された。また  

免疫蛍光分析により、抗原は患者の肝細胞に存在するこ  
とが明らかとなった。NVイはヒト肝炎に関連する新規の1  
本鎖DNA断片である。  

日本におけるヒトポカウイルス（HBoV）検出状況を調査し  
た。2002年10月～2003年9月、2005年1月～7月の2シー  
ズンに、小児下気道感染症患者318伊lから採取した■咽  
頂スワプより抽出したDNAをPCRし、塩基配列を決定し  
た。318例中18例（5，7％）でH80Vが検出され、検出された患  
者の年齢は7ケ月から3簸で、検出月は1月から5月に集中  
していた。日日oVは様々な呼吸器感染症の原因ウイルス  
になっていると推定された。   

清療法研  
化学及血  究所  

200（∋／09／19  JlnfectDis2006こ  

193：1089－1097  

ウイルス感染  第80固 日本感染  
症学会総会・学術  
講演会  
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カナダPublic  

Hea仙Agencyof  

Ca桐da2006年5月  
26日  

ケンヤ感染が原因と思われる疾患を確認した。これらの  
患者はレユニオン島などへ旅行し、2月から3月の初めに  
発症した。ヨーロッパでも帰国者による輸入例が報告され  
ている。インド洋南西諸島で2005年3月から2006年4月22  
日までの間に公式に報告されたテクンケンヤ感染例は  
3即7例であるが、実霹針こは255∝氾例に達すると思われ  

る。インドでは2005年12月以来、テクンケンヤウイルスの  
アウトブレイクが報告され、2008年4月20日現在、153324  
例に達する。  

化学及血  
清療法研  
究所  

沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
破傷風トキソイド  

ハートエキス  クジラ心臓  4712006／09／19160437  

’…‾‾  
i訂云扇云元i7指†右前5盲  

化学及血 清療法研 究所  
乾燥はぶウマ抗毒素  はぷ寿  ハブ毒素  

日本  藤村葡‾‾‾  

■‾‾‾‾‾  
i訂亘扇岳元姦万畠l右前蕗  乾燥まむしウマ抗毒素  

まむし毒  
マムシ毒素  

日本  原材料  

清療法研  
化学及血  究所  

■‾‾‾岳訂一議蔽誠塙†白扇i古‾  化学及血  

清療法研  
究所  

乳糖  
ウシ乳  

‾  
否：箇ニ  

⑤添加  
物、  

②製造工  
程  

製造工程  

①乾燥日本脳炎ワクチン  
②乾燥弱毒生麻しんワクチン  
③乾燥組撥培養不活化A型肝炎ワクチ  
ン  
④乾燥弱毒生凰しんワクチン  
⑤乾燥組織培養不活化狂犬病ワクチン   

乾燥日本脳炎ワクチン  
日本脳炎ワクチン  

ー‾－岳1T‾云扇岳万古7千古†白扇打‾  

化学及血 清療法研 究所  
脳  マウス脳  

日本  
2004年初頭、日本で発生した高病原性トリインフルエンザ  
で死亡したニワトリから隼離された  
A／chicken／Yamaguchi／7／04（H5Nl）ウイルスを、ニワトリ、  

ウズラ、セキセイインコ、コガモ、マウス、ミニブタに経■で  
捧種し、実装的に感染させることにより病原性を評価し  
た。このウイルスは調べられた全てのトリで高病原性を示  
し、ニワトリは接種後4日以内に6例全て死亡し、ウイルス  

は呼吸器、肝臓、腎臓、大腸、脳から検出されたが、血液  
からは検出されなかった。マウスは感染に感受性はある  
が、致死卒は低かった。   

ArGhViro12006  

Published online  

Feb26．2006  
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ワイル病治療血清  

製造工程  
血清  ウマ血液  沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  

ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリアトキソイド  
ワイル病治療血清  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  

化学及血  

清療法研  
究所  

＿ユ■ソ‾  

ランド  
2006／09／19  

製造工程  日本  
インフルエンザHAワクチン  

インフルエンザワクチン  
発育鶏卵  ニワトリ発育 鶏卵  化学及血  

清療法研  
究所  

化学及血  

清療法研  
究所  

2006／09／†9  

製造工程  米国  
乾燥はぷウマ抗毒素  
乾燥まむしウマ抗毒素  
乾燥ガスえそ抗毒素  
ガスえそウマ抗毒素  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
乾燥ボツリヌスウマ抗毒素  
沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
沈降精製百日せきワクチン  

ペプシン  
ブタ胃  

2006／09／19  

ワイル病治療血清  
肝臓  

モルモット肝 臓  清療法研  
化学及血  究所  

化学及血 清療法研 究所  
ウイル病治療血清  

血液  

モルモット血 液  
2006／09／19  

製造工程  
オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド  

沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリアトキソイド  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
沈降精製百日せきワクチン  

カザミノ酸  ウシ乳  
清療法研  
化学及血  究所  

2008／09／19  
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化学及血  

清療法研  
究所  

2006／09／19  
沈降破傷風トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリアトキソイド  
コレラワクチン  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
沈降精製百日せきワクチン  
破傷風トキソイド  

ウシ乳  沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ワイル病治療血清  
沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
破傷風トキソイド  

ポリペプトン  
清療法研  
化学及血  究所  

2006／09／1g160450  

オーストラリ ア  
裏竜王亮  

ウシ肝巌  
肝臓  

沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥ガスえそウマ抗毒素  
ガスえそウマ抗毒素  
沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
破傷風トキソイド  

‾‾亘扇森元白石昌†訪扁  

清療法研  
化学及血  究所  

沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリアトキソイド  
コレラワクチン  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
た燥ガスえそウマ抗毒素  
ガスえそウマ抗毒素  
沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
破傷風トキソイド  

肉  
ウシ肉  化学及血  

清療法研  
究所  

2006／09／19160452  
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